
JP 2017-190117 A5 2019.10.10

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】令和1年10月10日(2019.10.10)

【公開番号】特開2017-190117(P2017-190117A)
【公開日】平成29年10月19日(2017.10.19)
【年通号数】公開・登録公報2017-040
【出願番号】特願2016-185133(P2016-185133)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｋ   7/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｇ   3/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｋ    7/00     　　　　
   Ｂ６０Ｇ    3/28     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月29日(2019.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
【図１】本発明の第１実施形態になるインホイールモータ動力線の配線構造を示す模式図
であり、車幅方向内側からみた状態を表す。
【図２】第１実施形態を示す模式図であり、車両前方からみた状態を表す。
【図３】第１実施形態を示す模式図であり、車両上方からみた状態を表す。
【図４】インホイールモータ駆動装置を示す模式図であり、車幅方向外側からみた状態を
表す。
【図５】インホイールモータ駆動装置を示す横断面図である。
【図６】インホイールモータ駆動装置を示す展開断面図である。
【図７】インホイールモータ駆動装置およびサスペンション装置を模式的に示す縦断面図
である。
【図８】インホイールモータ駆動装置および動力線を示す模式図であり、車両後方からみ
た状態を表す。
【図９】インホイールモータ駆動装置および動力線を示す模式図であり、車両上方から転
舵軸線方向にみた状態を表す。
【図１０】インホイールモータ駆動装置から動力線およびスリーブを取り出して示す模式
図であり、上方から転舵軸線方向にみた状態を表す。
【図１１】インホイールモータ駆動装置から動力線およびスリーブを取り出して示す模式
図であり、車幅方向にみた状態を表す。
【図１２】本発明の第２実施形態になるインホイールモータ動力線の配線構造を示す模式
図であり、車幅方向内側からみた状態を表す。
【図１３】第２実施形態を示す模式図であり、車両前方からみた状態を表す。
【図１４】第２実施形態を示す模式図であり、車両上方からみた状態を表す。
【図１５】本発明の第３実施形態になるインホイールモータ動力線の配線構造を示す模式
図であり、車両前方からみた状態を表す。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　次に本発明の第３実施形態を説明する。図１５は本発明の第３実施形態になるインホイ
ールモータ動力線の配線構造を示す模式図であり、車両前方からみた状態を表す。この第
３実施形態につき、前述した実施形態と共通する構成については同一の符号を付して説明
を省略し、異なる構成について以下に説明する。第３実施形態では、各動力線９３の一端
がインホイールモータ駆動装置１０の動力線接続部９１と接続し、各動力線９３の他端が
車体１０１まで延びる。各動力線９３の一端から他端までの間には、インホイールモータ
駆動装置側領域９３ｈ、中間領域９３ｉ、車体側領域９３ｊがこの順序で連なっている。
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